


















貞の独力でなされ ものではなく、関白 大臣、法橋、北野寺の僧など周辺の人々が組織的に動いたことにもよる。この協同があったからこそ、当時の思想を導くことができた。 （
5）和気清
麻呂の功績を讃へ、その顕彰に志し、嘉永二年に「和気公追褒の建議」を奏上し、そ 翌 年、孝明天皇 、神護寺内の清麻呂の霊社に正一位護王大明神 神階神号を授けられた。さらに、清麻呂を評価する 「和魂漢才實事篤行」 碑 建立し 。 （
6） 同じころ、
伝清麻呂真筆とされる「我獨慙天地」 世 出て 摺本として広がっていった。これについて 書は真筆ではなく、維貞が造語して自ら筆を取ったのでは いかと推定される。 （
7）五十代












































































































































































の本家に維貞より十三歳年長の座田重就（実父は座田重増）がゐて、その母は先の『座田家伝』によれば、 「濃州大野郡五ノ里村郷士樫原伊右衛門女」と記す。重就の父母はどちらも実親であ とすると維貞が父母として記した は父が養父である限り、 も養母、つまり、養父の妻といふことになる。座田の本家、分家（後述）ともに同郷で同族の女を に迎へてゐた である。さらに言へば 『五家々伝』と 『地下家伝』 によれば、文化四年に院雑色に補せられた原田茂一 （橘氏）がゐて、 「信春男」 記すが、実際は「濃州大野郡五ノ里村郷士　
樫原木工右衛門源安茂男」である（ 『五家々伝』では「々（村）士」
とする。 「木工右衛門」は「杢左衛門」の誤りであらう） 。つまり、樫
































































これ以降の名は『地下家伝』に記載されてゐない。当 が右官掌を継いでゐるのは前述の通り、本家の院雑色家が五代の間 両職を兼任してゐたことによる。なほ、当 子孫と墓地については確認でき ゐない。（
3）滝口賀茂座田家（分家）右に述べた通り、賀茂の社家、岡本季仲の次男の行重（元禄元年



















































































る。 」について、 「人情を知るは水土による也。水 は人情、風俗にあらは る者也」と注解する。 の時 四季において自然に法則的に運行し、山水風土も定まった不変の道理にあって、そこに人情が表れると考へた。また、 「水土解」 （ 『集義外書』十六）では「唐土の水土






























































































































基』は序や を付け加へながら刊行され続け、その分岐点は天覧にあった。それだけ世に知られ、需要があったのであ う。しかも、この書は刊記がなく、一般の書店から出されたものではなく、維貞個人による自費出版の形ではなかった うか。後述の『菅家遺誡』で、嘉永五年版が三種類に分けられるやうに、同書も増補 形で次々と出版し、その印刷、販売は右と同じく北野学堂（後述）が担当したのではないだらうか。このことを示す史料はないが、維貞の経営的な手法として考へ得ることである。
このやうにして、 『国基』が広く読まれ、維貞も知己に頒布し一千
























































































































































































































































































































































































































































































































京都の座田某、此中 二章を石に刻み 北野の社頭 建つといへる。其搨本を獲て披き見しに」として 次 やうに言ふ。国学は漢学に対して皇国まなびといふが、国学 言ったことはなく、古典の国学とは意味が異なる。また、和魂はやまとだましひ、やまと心と古く言ったが、これは「文才に相
対むか
へて小賢き世才を称へり」 。従って、






























































































。天保十四年 （一八四三） か翌十五年 （弘

































































































































































主と忠義な臣下のことで ここは良臣を指す。⑩相成り～―建「相成るべく存じ奉り候」とあり、次の「人心一同」から「良剤と相成るべく候」の部分が削除されてゐる。この筒所は無駄な叙述や比喩が多く意味も読み取りに いので、抹消したのであらう。⑪一に―右の三書すべて「一、 」と箇条書 やうに読点を付けてゐ が、これで





































































とあるからには、この言葉は菅原道真で な 当然、和気清麻呂に対して言はれたものである。 「和魂」とは道鏡事件 際、決死の覚悟
























































































































































之を叩き、其胸中の正奸を探らんと欲す なり」といふ意図である。そこで、話のきっかけとして「当時座田は本朝古忠臣の画像を版刻して、世の有志者に頒与」してゐたので、それを請うて、 「其精神 トせん」とした。座田は「欣然として数幅を展
の
べ、和気氏の正義を称揚
し楠氏の誠忠を讃嘆し、喋喋として壮語し」たといふ。続いて 維貞は今日の午前に転居したばかりなのになぜこ 家が分った かと却って俊斎を怪しみ、宿所 尋ねた。伊集院と嘘言 たが 維貞 そこまで家僕を無理に送らせる。その途中 俊斎は刀で家僕を驚かして帰らせた。翌朝、維貞か 問合せを受け 伊集院が西郷に薩僧の有無を問うた。事情を聞いてゐない西郷は知らないと答へる。彦根藩 偵察者が毎夜、志士の寓居を探り、緊迫した状況で 西郷 俊斎は のま
若井　勲夫 （ 51 ）442
ま京に留ることに危険を感じ、この日、大坂に向ひ、月照を守って鹿児島に逃れることになった。このやうな顛末が幕府の動きと重なって維貞への嫌疑として受け止められた であらうか。このへんの事情はよく分らないが、維貞も訪問者に警戒してゐたこと ら身辺 危ふさに気をつけてゐたことは言へる。
さて、以上の俊斎の談話の内容から考へると、西郷、俊斎ともに維









































たことはまさに前述の通りで、世間ではそのやう 受止められてゐたのである。また、 「世事に…長ぜり」は同じく和魂漢才碑の建立や摺本の販売を指してゐて、尾張 地にま 知られてゐ 。維貞は雑色、雑掌の仕事柄、庶務をよくこなし 各方面との連絡、調整、交渉に長けていた であらう。そのやうな実務面に練達した能力が勤皇面への活動に発揮されたと言へよう。出自や上京までの経歴、また私的な出来事につい ほとんど記録がない も何か意図的、作為的な秘密性が感じられるのである。
とは言へ、維貞は下級の官人たる院雑色として最大限のはたらきを
為した。堂上家に関はり、摂関家に近づき、要路を開いて自己 思念






















































































皇を意識することはなかったが、その運動の出発となったと位置づけることができよう。しかし、その後 学習院は明治三年に廃止され、京都府の所管として京都府中学（府立一中）に引き継がれた。その後東京で華族会館 華族学校を開設、宮内省の管轄する学習院を経て、戦後、私立学校として発足した。京都 習院の継承ではないが、名を受け継ぎ 独自の学風は息づいてゐるだらう。
また、 『菅家遺誡』は偽作として斥けられてはゐるが、菅公を追慕




























































































































































































































































































伝真筆と記す）といふものがある。これは前述 通り もと神護寺境内にあっ 護王神社が明治十九年十一月に御所蛤御門前の現在地に遷
座された時、文書類とともにその版木が引継がれ、その複製が今も当社に所蔵されてゐる。ただ、これはあくまで伝承上のことであり、その真偽 ついて定かではなく、史料も少い。そこで、こ 伝真筆を主題に取上げ、その出現と経緯・普及 維貞との関はり、維貞 自筆の蓋然性 ついて述べる。（
1）受容と普及前述の通り、天保十四年かその翌年、関白鷹司政通が和気公の書を

































ここの「墨本一紙」とは伝真筆のこと、 「公当日の風」とは宇佐に使ひし、 「神勅を奉じて妍謀を破」った時の風儀、威風 こ である（この後、 「慙づ」についてその精神を考察してゐる。後述） 。
ここで注意すべきは追贈六年目に、伝真筆の「一紙」が長州にまで








































































































境内末社に護王神社がある。昭和五十三年、和気公 千二百八十年祭の時に、伝真筆の石柱が玉垣 前に建てられた。また、和気公の本貫である岡山県和気町 和気神社では平成元 この石碑とそ 説明副碑を建立した。
このやうに、伝真筆は当代から現在にまで広く伝はり、後世にも残
















かくことさら通用の文字を用 なかったところに 却っ 意図的、作為的な技法が見て取れる。
以上のことから、和気公の自筆とする積極的な根拠がない。 れ
は、公に対する景仰心が高まり、周知されてきた江戸時代後期に、その崇敬の念が顕彰、追贈への動きに高まってきた時、その精神を汲み取って作られた語句であり 筆蹟ではないだらうか。それが誰 あるか、ここで中心的に強く顕彰活動を進めてきた維貞の存在が考へられる。はっきり言へば、伝真筆は維貞自らが揮毫し のではない と推定されるのである。
では、ここで伝真筆を維貞の筆蹟と比べて鑑定しよう。用ゐる書蹟
は前述してきた次の通りである。 （一） 「立よりて」の歌（二十七頁） 、（二） 「閑斟椒酒」の詩（同） 、 （三） 「萬寿無窮」の詩（同） 、 （四） 「和気公追褒の建議草稿」 （十八頁） 、 （五） 「護国大明神…祝 」 （ 九 。そこで、伝真筆と、それを筆者が鉛筆でなぞって臨摸したものを並べて、右の書蹟中の文字を選び取って配列したもの 三十四頁）とを比較する。
まづ、 「我」は全体として太く、大きい。これは（五）①②③の筆
下ろしや墨継ぎの時の書き癖である。 「我」 第一画は（三）④の「元、試」の第一画と似た勢ひ 降し方 、しかも一般的でない。 「我」の第二画を短く て偏の位置に置いてゐる。これは（五）⑤の「起」と同じ形であるが、行書体によくある。また、 「我」の第 画の右への撥ねは斜め直線から撥ねるのではなく、真直ぐ下に降して曲げるやうにして撥ね上げる獨特の筆遣ひである。 れは（一）⑥の「茂」 、 （二）⑦の「邊」 、 （三）⑧ 「歳」 、 （五）⑨の「氣」 見ら る。次に、 「獨」はけも 偏の第一画から第二画に続け 時 大きく円を描いてゐる。これは行書体では一般的だが、維貞は特に丸く、伸びやかである。これ （四）⑩ 「月」 、 （五）⑪の「年」 「の」と同じ この筆癖は維貞しかあり得ないであらう。続いて 慙 の「斤」の第三四画を続ける とによって曲げ 書く。これも維貞獨自のも であり、 （四）⑫の「節」 、⑬の「和」 、⑭の「麿」 （五）⑮の「祠 は、ここでは曲げる必要のないくづし方である。 「天」は普通 書式 個性は出てゐない。 「地」は第五画を省いてゐる。これは行書体でよく
座田維貞（ 62 ） 431
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の運びや勢ひが一致するところが少くない。しか 、本来なら行書によって省筆するの 普通であるのに 逆に装飾的に線を余計に入れることで、秘密を暴露 かのやう 本人 か し得ない書き癖を見せてゐることで、維貞の書であると判断してよいであらう。（
3）内部徴証による考察以上は外形に基づいた分析であるが、次に内部徴証として伝真筆の




に『国基』にお る伯夷叔斉に対する維貞の評価を述べたが、 「特立獨行は、前世未だ嘗て有らざるの高義なり」と賞する。こ 「特立獨行」は『礼記』 （儒行）や韓愈の「伯夷頌」 （ 「士 特立獨行、義に適
ふのみ」 ）に既に表れてゐる。和気公の行為は節義、高義の点において傑出してゐて、それはまさに伝真筆の根底にある精神であった。
神護寺内の「和魂漢才實事篤行」碑や学習院学則とその聯に『中庸』












たものと推定される。このやうな密接な間柄と工作は和魂漢才碑の動きと通底してゐる。前者は維 が表面 は出てゐないが、後者は積極的に活動し、二則の販売にも力を入れた。その後の両者の広が はもに石碑の建立と摺本 頒布の手順と方法において並行的に一致してゐる。このやうに流行を取り入れることに日本人の国民性を表してゐるかもしれないが、それを受け容れる共通の精神的 基盤がある、と言ってよいであらう。
前述の曼殊院侍である和気（小畠）久公 『菅家遺誡』丙本や『本


















受け、当家 伝はるとする和気公の墓も改修した 伝真筆も同じやうに信憑性が疑はれ、維貞 久公らの交際による作物 考へられなくもないのである。
前述の通り、安政の大獄の緊迫した状況で、有村俊斎は維貞が「正


















































家の護王神社初代宮司の半井真澄が 「贈正五位座田維貞君小伝」 を 『神社協会雑誌』十一ノ六（同四十五年六月）と（
41）の『国基附国基題
詠集』 （明倫会、同年同月）に掲載した。前者によると同年三月に執筆してゐるが、このもととなったのは同四十三年に書いた維貞への贈位建白書に添へた「小伝」である 後述） 。これらは伝記類の中で最も長文である。また 右 『国基附国基題詠集』の口絵写真にこの抄録である自筆の「小伝」を維貞の自画像（武官姿）とされるものの上部に貼り、掛軸にしたものがある。この写真版は伊藤信『郷土勤皇家遺芳帖』 （岐阜県立図書館・大垣市立図書館刊、昭和十六年） も載り、この「小伝」が活字化されてゐる。 掛軸は座田家伝来のも であるが、後に、座田家の菩提寺の妙蓮寺玉龍院（後述）に寄託され、らに当院から護王神社に奉納 と思はれ が、現在、当社には所蔵されてゐない。
　　
  なほ、岐阜県で刊行されてゐる郷土史関係の各種の偉人伝では伊藤信『美濃文教史要』 （大正九年）以来、維貞を寛政五年生れ、安政四年、
六十五歳で没としてゐるが、これは明確に誤りである。座田家伝来の『五家々伝』 『院雑色座田家伝』や『地下家伝』 （後述） 、また、維貞の旧墓碑銘による生誕年と享年に従ふべきである。これより後の、地元の主な伝記物は次の通りである。 『岐阜県郷土偉人伝』 、松浦秋次郎、同編纂会、昭和八年。 『濃飛偉人伝』 河田貞次郎、岐阜県教育会 同年。 『濃飛文教史』 、伊藤信、博文堂書店、同十二年 『郷土の勤皇家』 、岐阜県教育会、正文館書房 同十六年。なほ、現代の人名辞典で主なものに次の二書がある。 『幕末維新人名事典』 、學藝書林、昭和五十三年。 『明治維新人名辞典』 、吉川弘文館 昭和五十六年。
（２） 『海津町史』通史編上、海津町、昭和五十八年。執筆者の吉岡勲は『職






昭和三十七年十一月） 。 『岐阜県史』通 編近世上 岐阜県、昭和四十三年。 『藩史大事典』四、雄山閣出版、平成九年。
（６）両書とも座田家より妙蓮寺玉龍院（上京区寺之内通大宮東入）に寄託
されてゐて、平成六年四月に当時の石崎住職の厚意により借覧した。同書によって、維貞の出生日は十一月二十九日と判明した。なほ、右の『五家々伝』の「五家」とは、院雑色家の座田 右官掌家 座田、滝口賀茂氏の座田の三家に加へて 原 田中の二家を併せて指してゐる。
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（７）
































次の通りである。小林郊人『下伊那医業史（信濃名医伝） 』 、甲陽書房、昭和二十八年。 『山本村誌』同編纂委員会、下伊那教育会、昭和三十二年。 『下伊那史』八、下伊那誌編纂会、平成十八年。郷土雑誌『伊那路』 、 伊那』 。なほ、高須から竹佐に家臣が派遣されても その逆はなかったかもしれない
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久蔵・平野彦次郎、大日本明道会、大正八年。 『むかしのおもかげ』武藤元信、同遺著刊行会（金沢市） 十四年。 『増補大日本女性人名辞書』 、新人物往来社、昭和五十五年。
（
（11）江戸時代の公家 名鑑である『 （年々改正）雲上明覧大全』で、萬延

















を見てみよう。重慶は右兵衛大尉であったが、分家の維直と同じ経過をたどり、失職して京都府貫属士族になったが、明治四年に二十八歳で没した。その養子の 秀は同七年に東京府貫属士族になり、内務省、警視庁を経て、文部属として勤めた。同二十二年 文部大臣森有礼が刺客に暗殺された時、護衛してゐた重秀は仕込杖で犯人を斬殺するといふ事件に捲き込まれてゐる（犬塚孝明『森有礼』 （人物叢書）
　










書かれ、宛先は宮内大臣田中光顕になってゐる。 「小伝」 末尾に「真澄云」として付記があり、次のことが分る。まづ、維貞 死去 年について、当初 史料が少く、 『雲上明覧』に文久二年まで学習院雑掌に維貞の名を記 、その後、見られないこ から 同年に没すと推定した。その後 再調査して安政六年と判明したので その の三年間、維貞の「喪 秘 」 翌文久三年に維直 「家督相続せ 」と述べる。しかし、相続は維貞の没した当日の八月二十二日 正しい（
46） 。なほ、 （
（11）の『雲上明覧大全』で確認すると、確かに萬延元
年版と文久三年版に学習院雑掌に「座田右兵衛 尉」とあり 文久三年版には記されてゐない。その理由は不明で、また の言ふ、死去を隠す事情も考へにくい。ただ、維貞の出自に分らない とが多く、 （
1）で述べた通り、岐阜県側の資料では維貞の没年を安政四年、














































































































になってゐる。この書は奥書によると 「伊勢の川口常文 請 より…絵入りにして記述したもの」であるが、刊行に至らず、写本で伝はった（矢野太郎「矢野玄道の著 及び解題」 『伝記』四ノ五別冊、昭和十二年五月。同『矢野玄 』 、愛媛県教育会発行、松山堂書店発売、昭和八年） 。なほ、愛媛県大洲市立図書館矢野玄道 庫には所蔵されてゐない。
　
 　













































































































































































































































































































































































9.  Japanese poem of  thirty-one  syllables, Chinese poem,  doubtful writings  by SAIDA 
Koresada（座田維貞）
10. Truth of  “Ware hitori tenchi ni hazu”（我獨慙天地）by WAKE-no-kiyomaro’s（和気清麻呂）
handwriting
<an attached chart>
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　An abbreviated chronological table on SAIDA Koresada （座田維貞）
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